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製品紹介 361SW SYSTEM オプション金具 SW SYSTEM オプション金具
一般住宅屋内用木製パネル（浴室には使用できません。）　
※パネルの総質量、パネルの厚さは使用する移動間仕切システムの使用条件に準じます。

引戸パネルの開閉ストロークの求め方
●引戸パネルの開閉ストローク= DW－T－R

設 計 ガ イ ド
■金具の納まり参考図

●使用する移動間仕切システムのご注意もご確認ください。
●全開したパネルがまとめて収納される箇所（下図c部）の上レール（SW-900
またはSW-700）のねじ穴間隔は100mm以下にしてください（標準品は、
ねじ穴間隔300mmです）。
●ねじ長さはパネルの質量を考慮のうえ、お選びください。
●レール取付け面には段差を作らないでください。
●レールの継ぎ目は必ずそろえて、段差ができないようにしてください。
●T型継ぎ・Ｌ型継ぎに、吊り車が長時間留まることのないように設定してくだ
さい。
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引戸パネルの
開閉ストローク
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セーフティーストッパーロング

■パネルの加工寸法参考図
引戸パネル下部の加工寸法
（反対側も同加工）

ご注意

DW

7.
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φ10貫通穴
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さ
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セーフティーストッパーロングの取付け加工寸法

本体

37

43以
上※

深さ22
　4-R6

55

※ストッパーの中心を43にすると引き残しがおよそ
60になります。ストライクとパネルの隙間は
7mmになるように設定してください。

施 工 ガ イ ド

引戸
パネル

②

①

■引戸パネルの操作方法

■金具の取付け

■SW-807の調整

●下部ガイドが装着されない場合
引戸パネルの木口から①の方向に
ドライバーで調整をしてください。

●引戸パネルを閉めた際に収納
パネルとの間に隙間が生じる場合
②の方向に調整をしてください。

引戸パネルを閉じる方向

SW-807

SW-806
※取付け向きに
　注意してください

引戸パネルを閉じる方向

70（SW-806の座の取付位置）
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引戸パネル戸尻

SW-806SW-807
AFD-1500

収納パネル

SW-807

引戸パネルを閉じる方向

引戸
パネ
ルを
閉じ
る方
向

座の中央

引戸パネル

ゆっくり閉める

引戸パネルを閉じる方向

引戸パネル

SW-806のガイド

収納パネル

SW-806の座

1．下部レールの取付け
①レール芯の所定位置に
φ5.5の貫通穴をあけます。
（2ヶ所）

2．下部ガイドの取付け
①収納パネルと引戸パネルで間仕切った状態にし、下部レール内のSW-806
を戸尻端部まで移動させます。
②下図を参考に、引戸パネルの戸尻から70mmの位置に、SW-806の座を取
付けられるように、取付け位置を確認します。

③引戸パネルを開けた状態に
して、SW-806の座をガイ
ドから外し、添付ねじで床に
取付けます。

●フロアを間仕切る時

①全てのパネルを収納部から
引き出し、間仕切ります。

②引戸パネルをSW-806の
座の中心位置を通過するよ
うに、ゆっくり閉じます。

●引戸パネルを収納する時
①セーフティーストッパーロングの下部を押込み、戸当り部を収納します。

②引戸パネルを開ききると、SW-806のガイドが座から外れて、引戸パネ
ルを収納できます。

③引戸パネルが閉まりきって収納パネルに
あたると同時に、SW-806の座にガイド
が嵌合されます。

②SW-806を右図の方向でレー
ルに挿入し、両端にSW-807
を差込みます。

③レールを引戸パネルの下部
加工溝に取付けます。

φ5.5貫通穴

13

13

④セーフティーストッパーロングの上部を押込み、戸当り部を突出させます。

取付ねじをインパクトドライバー
などで強く締めすぎると、座が変
形してSW-806のガイドが嵌合
できなくなります。

3．セーフティーストッパーロングの取付け
①本体をパネルの加工部に、L型ストライクを枠に取付けます。

ねじを取付ける際、先端が太いドライバーを使用すると、金具を傷つけるおそ
れがあります。先端が細いドライバーを使用し、事前に金具を傷つけないこと
を確認した上で、取付けてください。

戸当り部

戸当り部

セーフティーストッパー
ロング

セーフティーストッパー
ロング

ご注意

ご注意

本体

引戸 枠

L型ストライク
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L型ストライク

スペーサー
（必要に応じて）

引戸
パネル
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スペーサー
（必要に応じて）
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